
追加オークションのスケジュール変更（再周知）
及び、対象実需給2024年度の
容量確保契約の状況について

2023年3月29日

容量市場の在り方等に関する検討会事務局※

※本検討会は、資源エネルギー庁と電力広域的運営推進機関の共同事務局により開催している。
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2１．はじめに

 2023年度追加オークション（対象実需給年度:2024年度）について、現在、募集要綱の公表を2
月1日に行い、事業者による参加登録を進めているところ。

 本日は、国の審議会（制度検討作業部会等）における追加オークションに関係する議論状況を踏
まえ、当初スケジュールを一部見直す必要が生じ、詳細検討を行なったため、見直しスケジュールにつ
いて報告する。

 また、2020年度メインオークション（対象実需給年度:2024年度）で約定した容量確保契約の状
況について、4月に予定している需要曲線の原案に反映することを予定しており、現時点の算定数値
について報告を行う。



3２．追加オークションのスケジュール変更について
①期待容量の登録期間の変更

 追加オークション（対象実需給年度:2024年度）を開催の準備として、事業者は開催判断に先立
ち、参加登録（事業者情報の登録、電源等情報の登録、期待容量の登録）を行っていくこととして
おり、事業者情報の登録を2月14日より、電源等情報の登録を2月24日より開始している。

 現在、国の審議会で検討されている、容量市場のEUE算定方法の見直しについては、参加登録に
必要な調整係数の値に影響するため、「期待容量の登録受付期間」を当初予定（3月22日～4
月7日）から変更する旨の案内を事業者に向けて通知した。

 参加事業者への具体的な通知内容は以下のとおり。
 容量市場へのEUE算定方法見直しについて、国の審議会での議論結果を反映するため、「調整係数の公
表」は2023年4月上旬となること。

 それに伴いスケジュール変更後の「期待容量の登録受付期間」は2023年4月上旬～4月下旬を想定してお
り、別途通知予定であること。

 変更案内については、容量市場システムを通じた登録事業者への通知の他、広域機関HPにおいて
お知らせも発信しているところ。（3月10日）

 スケジュール変更後の「期待容量の登録受付期間」は、詳細スケジュールが決定次第、別途お知らせ
することとしており、本日、期待容量登録以降のスケジュールを含めて、追加オークション全体の最新
のスケジュール（予定）について報告する。



4（参考）追加オークションの参加登録のスケジュール変更の案内（広域機関HP）



5２．追加オークションのスケジュール変更について
②期待容量の登録期間以降のスケジュール

 追加オークションの期待容量の登録期間の変更にともない、期待容量の登録以降のオークションの
全体のスケジュールについても、3週間程度の後ろ倒しを想定している。

 具体的には、調整係数の算定については、2023年度供給計画とりまとめの数値について、3月22日
の調整力及び需給バランス評価等に関する委員会で示された案をもとに、追加オークションの期待
容量登録に用いる調整係数として算定することとし、調整係数の公表を4月11日に予定している。

 一方、他市場への影響があるため、約定結果の公表時期は大きくずらすことができないことや、事業者
の準備期間の確保についても考慮する必要がある。

 ついては、期待容量の登録について、調整係数を用いない電源は4月4日より開始し、調整係数を
用いる電源は4月12日より開始することとして、登録および審査にかかる期間を分散する。

 このあと、追加オークションの応札の受付期間については、当初予定の5月11日～23日から、6月1
日～13日へ変更し、オークション約定結果の公表時期を7月下旬頃に予定する。

参加登録：２～４月
（事業者情報、電源等情報、期待容量）

▲調整係数（2月末頃）＜当初スケジュール＞

応札
（5月中旬）

約定結果
（6月末頃）

▲調整係数（4月）＜変更後のスケジュール＞
参加登録：２～3月

（事業者情報、電源等情報）
参加登録：４月

（期待容量）
応札

（6月上旬）
約定結果

（7月下旬頃）



6２．追加オークションのスケジュール変更について
③追加オークション全体のスケジュール予定一覧

 変更後のスケジュールは、期待容量登録が開始可能な電源から行うことにより、登録準備の期間短
縮を図りつつ、参加登録を進める事業者に対して、市場管理者からも対応をしっかりと行っていきたい。

概要 当初スケジュール スケジュール変更後

事業者情報の登録受付～
電源等情報の審査 2月14日(火) ～ 3月16日(木) 期間終了 (変更なし)

調整係数の公表 2月末頃(予定) 4月11日(火) 予定

期待容量の登録受付 3月22日(水) ～ 4月7日(金)

①安定電源(純揚水除く) が対象
4月4日(火) ～ 4月20日(木)

②安定電源(純揚水のみ) ・ 変動電源 が対象
4月12日(水) ～ 4月28日(金)

期待容量の審査 3月22日(水) ～ 4月18日(火) ～5月16日(火)
追加オークションの開催判断およ
び需要曲線の公表 4月26日(水) 4月26日(水) 頃

参加資格通知書の通知 5月9日(火) 5月30日(火)
応札の受付 5月11日(木) ～ 5月23日(火) 6月1日(木) ～ 6月13日(火)
応札容量算定に用いた期待容
量等算定諸元一覧登録受付 5月24日(水) ～ 5月30日(火) 6月14日(水) ～ 6月20日(火)

約定結果の公表期日 6月末頃(予定) 7月下旬頃



7（参考）確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）の検討状況

第76回制度検討
作業部会資料より



8（参考）確率論的必要供給予備力算定手法（EUE算定）の検討状況

第59回電力・ガス
基本政策小委員
会資料より



9３．対象実需給2024年度分の容量確保契約の状況

 今後、4月に予定している追加オークションの需要曲線の原案の作成にあたり、メインオークションの
容量確保契約の状況について数値を算定し、需要曲線の目標調達量の供給力に織り込むこととし
ている。

 本日は、追加オークションの需要曲線の目標調達量に反映を行っていく発動指令電源の実効性テス
ト結果（実績提出ベース）や、市場退出表明書の提出状況（3月10日時点の表明書提出）に
関する報告を行う。



10３．対象実需給2024年度分の容量確保契約の状況
①発動指令電源の実効性テストの状況

 発動指令電源の実効性テストによる市場退出見込量は、約91万kWの見込みであった。今回のテ
スト実績は夏季・冬季の実効性テスト後に事業者より報告を提出する実績※にもとづいて算定を行っ
ている。

 発動指令電源は、電源等リストの未提出分が約12万kWあるため、発動指令電源のメインオーク
ション時の契約容量からの市場退出容量は合計で約102万kWとなった（メインオークションの約
定量から約25％の市場退出）。

 また、メインオークション時の契約容量をテスト実績で超えた容量は、約29万kWの見込み。
※ 実効性テストの実績報告は3月10日〆で事業者より提出が行われ、提出された内容をもとに実績を市場退出見込量を算

定し、4月の需要曲線の原案に対してこの時点の算定数値を反映する。なお、容量確保契約の変更等に関する最終的な
実績確定は、4月以降に取得する一般送配電事業者の実績データにより、引き続き、報告内容の確定作業が行われる。

①メインオークション
約定容量 ②減少容量 減少を反映した

契約容量（①-②）

415
電源等リスト未提出 ▲12 ▲102

（約25％） 313
実効性テストの未達容量 ▲91

なお、実効性テストにより契約容量を超えた容量は29万kWであった。この部分については、実需給期間に確実に供給力を
提供するために現在の契約のリソースとして活用するか、追加オークションに参加するかは事業者の判断となるが、もし追加オー
クションへ参加して約定した場合には追加的な供給力となる。

＜発動指令電源の実効性テストの反映状況（対象実需給年度：2024年度分）＞ 単位：万kW



11（参考）電源等リストの未提出の状況（2022年2月末の提出時）

第63回制度検討
作業部会資料より



12（参考）電源等リストの未提出の状況（対象実需給年度:2024年度、および2025年度）

電源等リストの未提出
による退出容量

電源等リストの
未提出契約数

対象実需給年度:2024年度
（2022年2月の未提出分）

11.6万kW
＜契約容量計：415万kW＞

22契約
＜契約数計:128＞

対象実需給年度:2025年度
（2023年2月の未提出分）

26.6万kW
＜契約容量：475万kW＞

31契約
＜契約数計:165＞



13３．対象実需給2024年度分の容量確保契約の状況
②容量確保契約の市場退出の状況

 安定電源や変動電源※の市場退出容量は、約105万kW（3月10日時点の市場退出表明書
ベース）の見込み容量であった。

 また、発動指令電源の区分における市場退出容量は、約102万kW（事業者報告ベース）の見
込み容量であった。

 したがって、実需給2024年度分の市場退出の見込み容量は、合計で約207万kWであった。

※ 変動電源アグリゲートを含む。安定電源と変動電源の市場退出表明書は、需要曲線の原案
の作成に算定数値を反映することが必要となるため、3/10迄の提出分を見込み容量とする。

区分 メインオークション時点
の契約容量

市場退出
見込み容量

市場退出を反映した
契約容量

（参考）
退出割合

安定電源
変動電源 16,354 ▲105 16,250 0.6％

発動指令電源 415 ▲102 313 25％
合計 16,769 ▲207 16,563 1.2％

単位：万kW＜市場退出の見込み容量（対象実需給年度：2024年度分）＞



14（参考）広域機関HPにおける市場退出の表明書提出についての案内



15（参考）対象実需給2024年度のメインオークション約定結果より



16４．今後の進め方

 今後の追加オークションの進め方については、2023年度供給計画のとりまとめを反映しつつ、需要
曲線の原案の作成にあたっては4月に行うことを予定している。

 需要曲線の原案は、国の審議会において審議と開催判断が行われ、追加オークションを開催する場
合には、需要曲線の公表を4月下旬に実施する。

 需要曲線の原案にあたっては、3月に公表された2023年度供給計画とりまとめ案にもとづいた需要
想定等を反映※1するとともに、本日報告を行った市場退出の状況も反映※2しながら、引き続き作成
作業を進めていく。

 追加オークションのスケジュール変更については、募集要綱の更新を含め、容量市場システムを通じた
登録事業者への通知の他、広域機関HPにおいてお知らせも発信する。

※1 2023年度供給計画とりまとめ案は、3月22日の調整力及び需給バランス評価等に関する委員会で公表
※2 実効性テストの実績報告は3月10日を期限として事業者より提出が行われ、市場退出表明書については3月10日を

期日としてペナルティの扱いが変わるため、この時点の情報をもとに需要曲線の原案の算定に用いることとする。



17（参考）追加オークションの需要曲線のイメージ

第44回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より
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